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バ イ エ ル ン の 狂 王 「ル ウ'ドヰ ヒ2世 」
一 そ の 生 涯 と死 に つ い て一
(森 鴎外 「うたかたの記」の資料紹介)
大 島 田 人
バイエ ルソ国王 「ル ウ ドヰ ヒ2世 」(1845～1886)の生涯 と死につ いては,シ
ュタルンベル グ湖におけ る 「西洋の史乗 に も例少 き」(ドイツ日記)悲 惨 な最期
に も,生 前 の彼あ性 向や言動 に も謎 めいた ところが多 く,従 って生前 は勿論 彼
の没後か ら瑞摩憶測や流説を呼び起 し,演 劇に小説に映画に恰好な素材 として
枚挙に連 のない程採 り上 げ られて来たし,歴 史家の研究 の対象に もな って数 多
くの研究書 を生み 出して今 日に到 ってい るが,未 だにそ の 「謎」は解 明されて
いない。 我国で も,こ の国王の晩年に ミュンヘ ンに留学(明 治19年〈1886>3月～
20年〈1887>3月末),彼の死去 の報ぜ られた 当時 の ミュンヘ ン市民の衝 撃を 具 に
見聞 し,シ ュタル ンベ ル グ湖を訪れ て彼の死を哀悼 した森鴎 外が小説 「うたか
たの記」を発表(明 治23年8月),随筆や レポー トとして は,久 生十 蘭 ・渋沢竜
彦 ・小堀桂一一郎 の諸氏がすでに手がけてお られ,私 も,本 学 の教養 論 集(通 巻
58号・61号・69号・75号)v(E調査報告 を発表,今 年度 の教養論集に も,ル ウ ドヰ
ヒ2世 が築いた 「ノイ シュヴァー ンシ ュタイ ン城」の内装を紹介 している。
ル ウ ドヰ ヒ2世 は,「 うたかた の記」 では,宮 廷画家 シ ュタインバハ とその
妻マ リイ,更 には娘 のマ リイまで も死の翼の下にお き,そ の翼撃 きは娘 と相愛
の仲 にな った 日本人 の画工 「巨勢」 までも痛恨 の深淵に叩 き込 んだ 「暴君」 と
して描かれ てい るが,そ の素材 はおそら く当時新 聞等 に公表 され たバイエルン
政府 の見解 や様 々の風聞に拠 った もの と想われ るので,本 稿 ではその辺 りに焦
点を絞 って,就 中,晩 年の国王 の言動 をあ ぐbて の各方面か ら寄せ られた証言
等 の調査結果を纒め てみ た。・
バイェル ンの国王ル ウ ドヰ ヒ2世 の築いた3つ の 城(ま たは宮殿)～ アル ゴ
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'ル ウ ドヰヒ2世
酷評 され る向 きがあ るが,果 してその よ うに位置付け られ て然 るべ きであろ う
か?こ れらの疑 問に適切な答 えを出す ためには,お そ ら くそれな りにユ ニー
クな性格の君 主であ った と思われ るこの人 物の生涯につ いて,で きるだけ詳細
に調査 しなければな らない。
イ地方,フ ェッセソ近郊の 中世 の 城 の 様
式を採 った 「ノイシ ュヴァーンシ ュタイン
城」 ・オーバアアマガ ウの近 くに,ロ ココ
時代 の邸宅 の再 現を期 した 「リン ダーホ フ
宮殿」 ・キ ームゼー湖 の 「ヘ レ ン イ ン ゼ
ル」(男 島)に ヴェルサ イユ宮殿 を模 して
建 てられた 「ヘ レンキームゼー宮殿」 ～南
ドイツの これ らの城 は遍 く知 られ ていて,
毎年世界中から何万 とい う人 々をひ きつけ
てい るのである。
これ らの城 を築 いた のは どんな人物だ っ
たのだ ろ うP彼 は発狂 した と伝え られて
いるが,そ れは本 当だろ うか?彼 の創造
した これ らの建築物は 「低 俗な作品」だ と
1845年,8月25日,バイエルンの首都 ミュンヘ ンの市民に,鐘 の音 と祝砲 の
轟 きが,皇 太子 マ クシ ミリアンと彼の妃であ るプロシアの皇女 マ リイ とに,な
が ら く待望 していた世 嗣の誕生 を告知 した のであ る。将 来,バ イエル ン国の王
位 を継承すべ き幼い王 子は 「ル ウ ドヰ ヒ」 と命 名された。 それか ら3年 後に生
まれた彼 の唯一人の皇弟 はオ ヅ トーと名付け られた。
世事 には全 く疎 く,科 学 に向け られた興味に没頭 し切 ってい たマ クシ ミリア
ソ皇太 子は,2人 の王子を厳 し く教育 したが,後 年,彼 等を待 ち受 けてい る彼
等 の負 うぺ き(国 王としての)責 務に対処すべ き準備はなにひ とつ な さ れ な か
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った のであ る。 ル ウ ドヰ ヒの性 向には相応 しか らざる教育係達 に よって行われ
たが,ホ オエンシ ュヴァーン ガウ城 内の ドイツ中世の伝 説を画いた絵 画は彼を
魅 了 し,彼 の父 と祖 父の両方か ら受け継 いだ ロマンテ ィックな彼 の人生観を助
長 させたのであ る。
彼は,少 年時代に,ホ オエ ンシ ュヴァーンガ ウ城周辺の峡谷や森 を散策す る
ことが好 きだ った。 この散策は晩年に到 るまで続け られたのであ る。彼はその
生涯 を通 して,山 々とそ の近 在の単純 で忠実 な住民達を愛 し続けた。腹蔵 な く
話 ので きる相手 の殆 どい なか った王子は,青 年期において既 に現実 の生活か ら
遊離 した世界 を組み上げ て,そ の中に己1人 を没入 させ ていたのであ る。
齢 を重ね るにつれ て,彼 の主 たる関心は文芸作品 に向 け ら れ た。 具体的に
は,こ の若い王子は,フ レデ リヅク シラーの詩 と劇に現れ てい る悲槍美を愛
したのであ る。 シラーの詩情に満ちた作風は,こ の ロマ ンテ ィ ックな夢想家の
心に叶 い,彼 の心を駆 り立てて,一 切 の俗事 と絶縁 してあらゆ る事 物を高貴 で
美 しい 「夢 の楽園」 の裡 に解放す る助けにさえなったのである。
16歳の とき,ル ウ ドヰ ヒは,は じめて全 く新 しい様式 の音楽に接 した。1861
年,2月2日,彼 は,リ ッヒ ァル ト ヴ ァグナ ァの楽劇 「ローエ ン グリン」 の
上演 を観た のである。伝説を テーマ として丹精を凝 らした この楽劇 の裡 に,若
い皇太子は,彼 が今 まで抱 き続け て来た ロマンテ ィヅクな夢が現実 のものにな
るのを 目前にしたの であ った。 この とき以来,彼 は集め られ る限 りの リッヒァ
ル ト ヴァグナ ァの手に成 る,あ らゆ る作品 と文献 とを手 に入れた のであ る。
1863年,8月,ミュンヘ ンの王宮 で,記 念すべ き謁見が行われた。全 く私的
なものではあ ったが,皇 太子ル ウ ドヰ ヒは,プ ロシアの宰相 ビスマー クに会 っ
たのであ る。 この2人 の性格は全 く対照 的に違 っていた。 ピスマ 一ークは精力的
で活動 的な政治家,ル ウ ドヰ ヒは唯美主義者 で夢想家であ る。に も か か わ ら
ず,こ の会合は,お たがいに.強い印象を残 したのであ る。 ピスマー クは,こ の
未 来のバイエル ン国王に好感を抱いた。彼 の書斎にル ウ ドヰ ヒ2世 の 肖豫画が
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か 玉っていた ことは周 く知 られてい る。 皇太子 もピスマ ー クを偉大 な政 治家 と
して常 々賞讃 し,殆 ど友情に近い ものす ら感 じたのであ る。後年,彼 が死 を 目
前に して～それが漏れた ら政局に どんな事態 を生 じるか,そ ん な ことには全 く
頓着す る余裕 もな く～文字通 りな りふ り構わず助 力を乞 うた彼の悲 痛な叫 びが
ビスマー クの もとに届 いた とき,彼 も政治的配慮を抜 きに して懇 篤な助言 をこ
の不幸 なバイエル ンの国王 に返電 した のであ る。 後年,ピ スマー クは次 の様に
回顧 してい る。…… 「あれは,私 がル ウ ドヰ ヒ王に拝謁 した最初に して最後の
機 会であ った。 しか しなが ら.そ れ以来,崩 御 され るまで絶えず連絡が あ って
'たびたび書簡 の往復 もあ
った。 きび ぎびした折 目正 しい ドイツの国家主義者 と
しての信念 を持 った統治者～ これが私が国王に対 して抱 き続 けていた 印象 であ
る。た とえ,国 王が ドイ ツ連邦 の保 障の下に,バ イエルソの主権 を存続 させ る
特権 の維 持に腐心 され ておられたにせ よ。」
1864年,3月10日,バイエルン国王 マ クシ ミリアン2世 が崩御,ル ウ ドヰ ヒ
は若冠18歳で即位 した。大学 の課程 を修 了していなか った彼 は,外 界 との接触
を殆 ど持 った ことが な く,即 位す る少 し前 まで,父 王 の宮廷 におけ る政 治上の
急変の可能性 を看破 す るよ うな洞察力を身につ け る機 会に もぶつか ら な か っ
た。つ ま り,彼 は国王 として果す べ き責務 につ い て何の心構 え も持 っていなか
ったのである。 然 し乍 ら,彼 が国王 としての任 に耐 え られ ない のではないか と
い う各方面か らの予測 に反 して,彼 は国王 としての彼の責務を真面 目に遂行 し
て,統 治者 としての面 目を十二分に発揮 したのであ る。 国王の地位 の尊厳 と神
聖 を 自覚 した彼は,即 位後数 力年間は,芸 術 と文化 の王 として君臨す る ことに
よって,そ の理想 の実現 を期 したの であ る。 ヰテル スバ ハ家は,代 々,武 力を
行使 して他国を征服 した り,力 つ くで政権 を握 った りす ることよ りも,す ぐれ
た文化を うちたて ることを志 向していた ようであ る。 また,ル ウ ドヰ ヒは,政
府 の機関や閣僚 達か ら助言を受け ていたが,そ うい う助 言に対 しては余 り信頼
をおかず,彼 自身の判断で一切 を裁決す る 「絶対君主」 の体制 を憧 がれ ていた
のである。
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ル ウ ドヰ ヒ2世 の国王 としての側面は次の よ うな挿話に よってその一端を窺
うことが で きよ う。～数 名の議員達 と話を していた時,こ の若い国 王 は、 そ
の1人 に,国 営事業 の建設資金 の支 出の期間を6ケ 年か ら2力 年に短縮 しては
ど うか と問 うて意 見を求めた。す ると,そ の議員 は,バ イエルンの財政は,仰
せ の よ うな変 更が実施 され て も安泰だ と思 うと答 えた。す ると,ル ウ ドヰ ヒ2
世 は次の よ うに反 問した。 …… 「未だに余は おぼえてお るぞ,反 逆 者君 ……君
を も含めて議 会 の大多数は,か つては この様 な変更には反対 であ っ た こ と を
ね 。」議員は答 えた。…… 「はい,仰 せ の通 りで御座 います。 そ れ は,陛 下の
神聖な父君 に忠実であ ることを願 ってのことで御座 い ました。私達は,国 費 の
支 出期間は6ケ 年の方が よい と思 ったか らで御座 い ます 。」 そ こで,国 王 はそ
の議員を諭 して次の よ うに云 った。…… 「国会が,そ の ような こと で た び た
び政令を変更すれば,国 王は ど うして事 の真相を知 ることが できる と 思 う か
?」
ル ウ ドヰ ヒの治世 中,そ の当初 の段 階で最初 に実行 した ことの一つは,秘 書
官 の フィス トマイス ターに,偶 像化 された作 曲家 リヅヒァル ト ヴァグナ ァの
所 在をたしか めて ミュンヘンに連れ て来 るよ うに との命令であった。(ヴァグナ
ァは,49年の革命運動に参加した廉で逮捕されることを恐れてチ=・一リヅヒに亡命して
いたのである。)ヴァグナ ァは,1864年,5月4日の昼 さが り,国 王 の誘いに応
じて彼 の前に伺 候したが,国 王 の後援の下に彼が再 び作曲に専念 し,後 世に伝
うべ き不 朽の名作を生み出す ことを決定的 にしたのは この時 であ る。 国王に拝
謁 した 日の晩 に,リ ッヒァル ト ヴァグナ ァは彼の友人 のヴ ィレ博士 の妻エ リ
ザに宛 て,次 の様 な手紙 を認めてい る… … 「バイエル ンの若い王が私 に会いた
い と仰せ られた のを御存 じで し ょう。今 日,私 は案内 され て王の御前に伺候 し
ました。 ああ,王 は じつに美 し く,じ つ に気品があ り,じ つに才気 と感情に富
んだ お方です。神 々のはかない夢 のよ うに,王 の生命が俗事にわず らわ され て
消 えて行 くのを私は怖れ るばか りです。王は深い親 密な感情 と,初 恋の よ うな
熱 烈 さで私を愛 してお られ ます。私 のすべ てを知悉 しておられ,御 自身の魂 と
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同 じ くらい,私 を理解 してお られ ます。私が王のおそばに とどま って,仕 事 を
した り休息を した り,私 の作 品を演 奏させた りす ることをお望み の ようです。
そ して,そ のために必要 なもの一切をお恵 み下 さるとい うのです。 王の眼 ざし
の魔 法の よ うな魅力 を,あ なたは とても御想像 になれ ます まい。願 くば,王 が
いつ まで も御達者でおられ ます ように。 しか し,そ んな ことは信ずべか らざる
奇蹟 の よ うな気が します 。」 ……(渋沢竜彦訳)
この時以来,厚 い友情の絆が2人 を結びつけた。 ヴ ァグナ ァに夢 中にな った
国王は,ミ ュンヘ ンに大 きなオペ ラ劇 場を造営 しよ うとした。 ミュンヘンを ド
イツ音楽の中心に し ようとした のであ る。 だが,こ の計画は,政 府 と彼 の一族
と市民の挙 っての反対で挫折 した。 計画を実現す るには 巨額 の費用を要す るば
か りでな く,「 革命家」 の ヴ ァグナ ァに対 して国王が非常 な厚意を寄せている
ことが反対 の主 た る理 由であ った。
貴族 と教会の代弁者 であ る 「新 バイエル ン新聞」か ら抜 粋 した次の論調は,
短 かい ものだが,国 王の この計 画へ の反 溌が どんなに強い ものであ ったかを裏
よ そ もの
書 してい る。…… 「この他所者(ヴ ァグナァ)は実に愚劣極 ま りない悪 徳 を 我
国に もた らそ うとしてい る。 その飽 くことなき貧欲ぶ りは,数 ヵ月に も亘 って
太陽 を遮 って緑 の野原 を裸 にしてしま う鰹 の大群に も匹敵す る。 おそ るべ き疫
病 を想わせ る有給 の この作 曲家は,か つ て(1847年)ドレスデンで無防備 の 王
宮を襲撃 しよ うとした刺客共 の群 の先頭 に立 った革命家 である。彼は革命計画
を実 現す べ く,国 王 を孤立化 させ,国 王 を利用 しよ うとしてい るのだ1」
国王 もとどのつ ま りは この ような人 々の攻撃 の前に屈 しなければ ならない こ
とにな った のだが,こ の件 は彼 をいた く憤激 させた。彼は半年近 く,リ ッヒァ
ル ト ヴ ァグナ ァに対 してたか ま り行 く反感 を抑 え て 来 た が,1865年11月,
遂 にその圧力に屈伏 して,バ ィエル ソを立ちの くよ うに と,ヴ ァグナ ァに命 じ
たのであ る。 国王のバイエルン政府への信頼 の念は,こ の ような行為を彼に強
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い た こ とに よ って,大 き く破 られ,そ の亀 裂 は年 毎 に拡 が っ てい った 。
若い国王の生活 が,異 性へ の愛 で満た され ることは殆 ど な か っ た。 もっと
も,1864年の夏,彼 は4週 間,キ ヅシ ンゲン温泉 で婦人達か ら,こ よな く好 ま
しい客人 として歓 迎 された ことがあ る。 その折には,バ イエル ンの 女 王 と し
て,ツ アーの姫君を伴 って帰 るのだ とい う風 聞 さえ立 ったのだが,～ この様な
憶 測はすべ て誤報 に基づ くもの と判 って,皆 を大いに失 望 させた といわれ る。
彼 がその全生涯 を通 じて友情 を抱 き続けた女性は,オ ース トリアの女王 で彼 の
従 妹に当 るエ リザベ ス唯一 人であ った。(こ の女性もルウ ドヰヒに似た閉鎖的性格
の持主であったといわれる。)
ミュンヘ ソに於け る リヅヒァル ト ヴ ァグナ ァに 向けての攻撃は ます ます増
大す る一方 であ り,そ の矛先は国王に も向け られ る ことにな った ので,彼 はい
よい よ ミュンヘ ンに居 づ ら くな った。 そ こで,彼 は今 までに も増 して,ド イツ
アル プスの彼 の好 きな別世界に遣遙 して,宮 廷内の醜い葛藤 か ら身を避け るこ
とが 多 くな った のであ る。 ミュン ヘンの市民を嫌悪 した彼は,一 時は,王 宮を
ミュンヘ ンか ら ニュレンベル グに移そ うと決意 さえ した ことがあ る。即位 して
半年,20歳に もならない国王は,リ ヅヒァル ト ヴ ァグナ ァに次の様 な手紙を
出してい る。…… 「お う,こ の世 界 は何 とつ まらない ことか!な ん とい う陰
湿 ℃ なん とい う気違 い染みた連中炉 ラよ うよい ることか!奴 等 は偏狭 なろ
くで もない陰険 な人間共なのだ!～ あ 入,こ の嫌 な世界が余の 目の前か ら消え
てな くな って くれれば どんなにいいだろ う!」
1866年,初夏の頃,プ ロシア との間が険悪に な って,国 王 は和戦執れを とる
べ きかを迫 られた。軍 隊 も戦争 も好 まなか った ル ウ ドヰ ヒは,何 とか して戦争
を避け ようとした。だ が,そ れがい よい よ不 可能だ とい うことが明らかに なっ
た とき,彼 は 当初退位を決意 した。 彼は突然何の前ぶれ もな く,ミ ュンヘ ソを
発ち,ス イスにい る リッヒ ァル ト ヴァグナ ァを訪ねた。 ル ウ ドヰ ヒが退位 の
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決意を翻 して,議 会の要請 した対 プロシア戦に備 えての動員令に署 名す るため
に,2日 後sミ ュンヘ ンに戻 ったのは、 おそ ら く,リ"■ヒァル ト ヴァグナ ァ
の説得 に よるものと想われ る。
この悲惨 な戦いはわずか3.週間で終結 したが,バ イエル ンの受 けた人的物的
並びに国費 の打撃はひ どか った。8月22日に締結 された平和条約 では,バ イエ
ル ンは賠償 として30万グルデン(54万ゴptルドマルク)を 支払 うとい う過酷に し
て屈辱的 な ものであ った。
1867年,1月22日,ル ウ ドヰ ヒ2世 は.オ ー ス トリアの エ リザ ベ ス女 王(シ
シイ)の 妹 であ る彼 の 従妹 の ゾ ッフ ィイ シ ャル ロ ッテ フ ォン パ イエ ル ソ と
の婚 約 が 結 ばれ た 。 婚 礼 の 馬 車 が 製 られ,記 念 の メダル も鋳 造 され た 。 ～ と こ
ろが,思 い も よらず.若 い 国王 は 同年10月10日.こ の婚 約 を 何等 の理 由 も明 ら
か にす る こ とな く,一 ・方 的 に 破 棄 した の で あ る。 そ うし て,二 度 と再 び 結 婚 に
つ い て顧 慮 し よ うとは し なか った。(一説には,主 馬寮役人の リッヒァル ト ホルニ
ヒとの間に男色関係が あったか らだ といわれ てい る。)
ホオエ ンシ ュヴ ァーンガ ウ城 の周辺を騎 馬で或は徒歩 で散 策す る うちに,ル
ウ ドヰ ヒは度 々特に美 しい一地 点にひ きつけ られ ていた。そ こは,テ ーゲルベ
ル グの岡,所 謂 シ ュヴァーソシ ュタインの麓 で,フ ォーデルホーエンシ ュヴ ァ
ーンガ ウ城 の廃嘘 があ った。城 の原型は殆 どその跡 を とどめ るこ とな く,そ の
外廓がかろ うじて残 ってい るだけであ った。
風化した壁 の残骸が空 に向か って奇怪 な姿 を呈 して気味悪 く浮 き出してい る
の であった。 この地 に,国 王 は 彼 の 「ヴ ァール トプル グ城」 た る 「グラール
ブル グ城」 を造営す ることに したのであ る。それ よ り前に,彼 の父 マ クシ ミリ
アン2世 がす でに,こ の古城 の再建 を計画 していたのだが,ど うい うわ けか.
その計画 は実施に到 らなか ったのを,1868年の春,い よい よ具体化す ることに
な り,古 城 の残骸は撤去 され,水 道管が敷設 され,9月5日,国 王は,今 日観
バイエルンの狂王 「ル ウ ドヰ ヒ2世 」一その生涯 と死について一565
られ る ような 「ノイシ ュヴ ァーンシュタィ
ン城」 となる城 の礎石 をおいた の で あ っ
た。17力年 の工期 を要 しなが ら遂に一部完
工 に到 らなか った この城 の中 で,後 日,国
王は彼 の生涯 で もっとも惨 めな屈辱を体験
し 彼の悲劇 的な運命 が満た され ることに
なろ うとは,神 な らぬ身 の知 るす べ もなか
ったのであ る。
1870年の当初,国 際政 局がい よい よ緊迫
の度 を加 え,プ ロシアと フランスの間は一
触即発 の情勢 とな り,戦 争は不可避 とな っ
た。1866年,プロシアとの間に結ばれ た条
約 故に、 バイエ ルンもまた この動 乱に巻 き
込 まれ ることにな った。1870年6月16日,
ホオエンシュヴァンガウ城から望見
したノイシュヴァーンシュタイン城
国王は アイゼンハル ト首相 と長 時間に亘 って協議 してか ら,バ イエルン政府 の
閣僚 と議員達 の圧倒的 多数の要望 した動員令 に署名 した のであ る。 また もや,
ルウ ドヰ ヒ2世 が避けたが った戦争がは じまった。(彼はプ・シア側ec立って参戦
することには強 く反対した。 彼はフランスを愛 し,太陽王ルイへの崇敬も並々ならぬも
のがあったので,そ のフランスに敵対するのは何としても我慢がならなか った の で あ
る。)
この戦 い(普 仏戦争)で は,ド イツ軍は着 々と勝利を収 めてい っ た。就 中,
バイエル ソ軍 は,装 備 の点 で プロシア軍に劣 っていたに もかか わらず,よ く戦
った。1870年の9月,ブ ライーシュタイ ンベル グ伯爵は,ド イツは,プ ロシア
国王の下 に統一 され る時期 にあ り,バ イエル ンに とっても,そ の方が有利にな
るか ら,こ の際,プ ロシア国王に ドイツ皇帝 の王冠を捧げ るぺ きだ と 進 言 し
た。 ル ウ ドヰ ヒ2世 は これに対 して,nあか らさまに不快 の情 を示 した。 が,侍
.、
フ ェ ッセ ン シ ュヴ ァ■一一ンガ ウ付 近1350000(2cinderKarte・1kminderWirkliChkeit)
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従武官 のホルン伯爵 の巧妙 な策動 で,1870年9月30日,プロシア国王ヰルヘル
ムに この提案 を盛 り込 んだ親書 をル ウ ドヰ ヒに送 らせ たのであ る。 尚 この時,
覚 え書 として,国 王は 自か ら,ピ スマー クに次の様 な言葉 を送 った。 …… 「貴
方が此 世紀 の最 も傑出 した人物であ ることを余は率直に表明す る。」
か くて,プ ロシア国王は ヴェルサ イユ宮 殿 の鏡 の間で 自か ら ドイツ皇帝た る
ことを内外に宣 言した。 この儀 式には殆 どすべ ての ドイ ツの貴族達 が 出 席 し
た。 しか し,バ イエル ン国王 ル ウ ドヰ ヒ2世 は 欠席 した。 バイエルン国 の政治
的陰謀 と彼 に対す る攻 撃,就 中,リ ヅヒァル ト ヴァグナ ァに抱 いてい る彼 の
友情 と築城 に対して向け られた 非難 ～に,い た く憤激 させ られ たか らである。
自分 の考え方がなに もか も,彼 の周辺 の人 々のそれ と全 く相容れ ない ことを痛
感 させ られた彼は,い よい よ閉鎖的にな るばか りであ った。彼 の愛す る ドイツ
アル プスの山峡の騎 馬散 策は,大 方夜間だけに限 られ,公 式 の席へ現れ るこ と
は殆 どな くな った。 国王が孤独 を卿 ってい るとい う最初 の風 評が立 った のは こ
の時 であ る。
そ うして,「 お伽話 の中の王様」 にな りは じめた の もこの時か ら であ る。
ル ウ ドヰ ヒ2世 は,あ らゆ る虚偽 と下賎 な振舞を憎悪 した。 フ ォン ラ ロ
オジ伯爵は,こ うした 国王 の性 向につ いて,1875年にあ った次の様 な挿 話を紹
介 してい る。 ……バ イエル ンの高地 を馬車散策 していた とき,た また ま射撃 の
試合が行 なわれ よ うとしてい る村 に さしかか った。 国王は村民達 の歓 呼 の声に
迎え られ,彼 等は,国 王 の標的射撃 を もって この祭典 の幕をあげたい と懇請 し
た。 ル ウ ドヰ ヒ2世 は,射 撃の経験 が殆 ど皆無に近 く,軍 隊だの狩猟だ のに類
した ことをや るのは,彼 に とって全 く異 例の ことであ った。彼 は標的 に向か っ
て3度 射撃 したが,そ の都度,12点の命 中得点が出た。彼 の腕前 に対 しては歓
声 と拍手を もって酬い られた。 彼は黙 って ライ フルをおろす と,採 点係 に会い
ねぎらい
たい と云 った。 採点係は国王か ら慰 労の言葉 を賜わ る もの と思 って進み出た。
だが,国 王はその男の顔 をしば ら く,じ い っと睨みつけ ていたが,や がて,い
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かに も憎 々し気に こ う云 った。…… 「余がろ くに的を 狙い もしなか った ことは
お前には よ くわか ってい るはずだぞ。 お前の よ うな嘘つ きには,今 後2度 と会
いた くない ものだわい!」 国王は こ う云い放つ と,さ っと身を翻 して馬車 に乗
り込 んで,そ の村をあ とに したのである。……
国王は これ までに もまして築城 に うち こむ よ うに なった。 オーバ ァアマ ガウ
の近 くの グラスヴ ァン グ峡谷に,1874年,リン ダーホ フ宮殿が落成 し,1878年
か らは,キ ームゼ ー湖 のヘ レンインゼルに荘麗なキー ムゼー宮殿が 着 工 さ れ
た。 ひき続いて更 に多 くの城 も計画 され ていた。
彼 の築城熱は,バ イエル ン政府 と国王の一族 の彼 に対す る反感を急速にたか
め ることになった。1886年の当初,国 主は,55万・マル クの歳入に対 して130万
マル クにのぼる支 出を敢 てした。彼の没年 には200万マル クに も達 していた の
であ る。 この巨額 の出費は.バ イエ ルン政府～ とい うことは,彼 の一族～ヰ テ
ルスバハ家の責任において負担 しなけれ ばな らない ものであ ったが,そ れは到
底 できない相談 であ った。情勢 はか くてい よい よ緊迫 して来たのである。
1886年,6月の上旬にな ると,バ ィエ ルソ国の財政的危機は殆 ど破 局に瀕 す
るに到 ったので,ヰ テルスバハ家では親 族会議 をひ ら く必要に迫 られた。 この
会議 では,ど うした ら国王が再び国政に意を用 いる ようにな り,土 木事業へ の
支 出を節減 させるこ とがで きるかを論議す ることにな っていた。ヰ テルスバハ
家が バイエルソの統 治権を握 って以来8世 紀に亘 って蓄積 して来た莫大な資産
が,こ の国王一代で蕩尽 され かけていた のであ る。だが,そ の頃,一 団の政治
家達が国王 の寵を失な っていた ホルンシ ュタイン伯爵 と謀議を凝 らしていた の
で,王 家 の方ではその結果待 ちで会議を見合せ た まムなす所 な く日々を過 して
いた。 そ うこ うす る うちに,総 理大臣のル ッツを頭 とす るこの一団は,政 府が
依嘱した医師から提供 された国王 の精神状態に関す る報告書に基づいて,国 王
が発狂した ことと,彼 は もはや政務が執れない こととを内外に公表す ることに
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決 定 し,ル ウ ドヰ ヒの 叔 父 に 当 る バ イエ ル ン公 ル イ トポ ル トに 対 して.摂 政 の
任 を ひ き うけ る よ うに 要 請 した の であ る。 オ イ レン プル グ公 は,彼 の 回顧 録 の
中 で この事 に 言及 し,ホ ル ン シ ュタイ ンは ル ウ ドヰ ヒ王 に 対 し て ユ ダの 役 を 演
じた と記 して い る。
この計画の主謀者 がル ッツ首 相 であ った ことは疑 う余地が ない。 この政治家
に とっての唯 一の関心事は,国 王が築城 に巨額 の支 出を国庫に強い てい ること
につい て,そ の責任を追求 され,危 くな った彼の地位 を守 る ことであ った。 彼
は,国 の財政状態が素乱 してい ることについて,つ いぞ国王に奏上 した ことが
なか ったのである。 た とえ.国 王が誤 った教育を受けたせいで,こ うした こと
について,し っか りした 見解 を持ち合わせていなか ったか らとはいえ,何 とい
って も,こ れ は首 相の重大 な手落ちであ る。 従 って,彼 が この件の善処方を迫
られ た ときには,も はや一切の責 任を国王に負わ せ るとい う非常 手段 を とる以
外には方法が なか った'のであ る。 ピスマー クはバイエルンの情 勢 を 知 っ た と
き,レ ールヘ ン フェル ドに次 の様に語 った。 …… 「国王が政務が執れない程 に
精 神病 が進行 している とい う精神病医 の診断 は どうもあや しい と思 う。 ど うや
ら陰謀 がめ ぐらされ てい るらしい。 バイエル ンの政 界は,国 王を殺 して しまい
たいのでは ないかな,ど うもそ うい う印象 を受け る。 なにせ,あ の連中はす ⇔
か り分別をな くして しまってい るのだか らな1」
1886年,6月8日,国王 の精神病 を証明す るのに必要な報告 書が,グ ッデン
博士 ・フウプ リヒ博士 。プラ ッシ ュレイ博 士の3人(鴎 外もこの3人が ドイツの
精神科の医師として権威ある人 々であることを認めている。)によって作 成 さ れ,提
出された。 ただし,ル ウ ドヰ ヒ2世 は,彼 を唯 一度 も診 た ことのない精神科の
医師達か ら精神病 だ と診断 された とい うことは事実で,こ れ は大いに注 目しな
ければ ならない。医師達 の手許には,国 王 の精神異常を証拠立 て る資料 もなけ
れば,彼 の精神状態 を観察 した人の意 見書 もなか った。それ どころか反対に,
その精 神科 医達 の誤診を立証す るい くつ もの資料があ った。た とえば,内 閣の
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秘 書官シ ュナイ ダーが提供 した国王 の精 神状態が正常であ ることを立証す る報
告 書があ るのに,そ れは一顧だに され なか ったのであ る。秘 書官 のシ ュナ イ ダ
ーは,こ こ数年間のル ウ ドヰ ヒの出 した300通以上 の命令書 と通達を集めてい
た が,そ れ らには,彼 が精神病 であ ることを裏付け るよ うな徴候は何一つ認め
られ ない のであ る。彼は医師達に国王 の精神状態 を判定す るに足 るこの匿大な
資料 を提供 したのだが,彼 は唯一度 も諮問 された こともな く また,こ の資料
が検討 された こともなか った。
ル ウ ドヰ ヒ2世 の精神状態 に関す る次の公式報 告の主旨は多 くの疑問点を含
んでいて,今 日で さえ もその正 当性につい ては議論 の対象 になってい る。 ……
「陛 下の精 神障害は非常に進行 した状態にあ られ る。 それは精神科の権威 あ る
医師 達が 『パ ラノイ ア』 と名付けてい る型の精神病～ 一般 に 『狂気』 といわれ
てい る～に悩 まされ給 うて居 られ る。陛下におか せ られ ては,こ の御病気のせ
い で御 自身の 自由意志 で何事 もお きめ になれ ない。 従 って,も はや政務 をお執
りに なることはお出来になれない と拝察 され る。 この症状 は今後1年 以上,場
合に よっては御生涯 を通 して続 くであ ろ う。」……
客観的には,責 任あ る医師 が,患 者 を診 もしなければ観察 もせずに.こ んな
重大 な判断 を下 した ことについ て疑問を抱か ざるを得ない。 ル ウ ドヰ ヒ2世 は
かつて次の様 な ことを云 った ことがあ る。 …… 「人間 とい う種族 には,一 つ の
型 のそれに しか許容 され る部屋が ない ように余には思われ るのだ。だか ら誰で
も少 しでも変 った人間であろ うとす ると,た ち まちひ どい 目にあわ され る。そ
うして,別 のタイ プの人間は誰で も敵味方双方か ら 『変人』呼ばわ りされ るの
だ 。」 また,1886年の破 局が訪れ る少 し前に,ル ウ ドヰ ヒは.ア メ リカの 作 家
の レウ ウソ ダー プウレに宛 てて次の様 な私信を送 ってい る。 …… 「余 に加 え
られた数 々の侮 辱は余の力を奪 って打ちのめ してい るが,い つかは余を破滅 さ
せ てし ま うだろ う。 ……若し も余 のじきじきの見聞に誤 りがない とすれば,狂
気 と思 われている状態は,実 は過敏症 である。余が暗愚 であ るとは,こ れ まで
に も直接 間接に云われ て来た ことだ。 おそ ら く,余 は暗愚 な国王 なのだ ろ う。
だが,本 当に頭 のおか しい人間は,大 方は 自分が気違い であ ることを認めない
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のではないか と思 う。 ……余 には詩才が ない から,こ うい うことを詩 に表現し
で喝采 を得 ることもで きず,嘲 笑 と軽蔑 と中傷を受け るばか りであ る。余 は暗
愚だ といわれてい る。 だが,余 が神の御前 に召 された とき,神 は余 を暗愚だ と
お っし ゃるだ ろ うか?」
1886年6月1日,国王は,ホ オエ ンシnヴ ァ…ン ガウ城 に行 った。 彼は ノイ
シ ュヴァーソシ ュタイン城 で五旬節 を迎 え る積 りだ った のである。 彼は嵐 の気
配が い よい よ強 まっているのに,一 向にそれに気付 いてはいなか った。 彼は ミ
ュンヘ ンに彼 のお気に入 りの侍 従武 官ヘエゼルシ ュヴ ェル トを残 して,宮 廷に
不穏 の動 きがあれ ぽす ぐに奏上 させ ることに していたのだが,当 のヘエゼルシ
ュヴ ェル ト自身 が,調 査委員会 でいい加減 な ことを並べ立 てて国王 を陥れ よ う
としていた ことには思 い及ぼ なか った。 ルウ ドヰ ヒは何等 の疑念 も抱 かずに,
彼 のお伽話の城 で1886年の五旬節 を控 えた雨 の 日々を,彼 の尊敬す る詩 人 シラ
ーの作 品を読み乍 ら過 していた のであ る。 彼は ミュソヘ ンで陰謀 が企て られ.
彼等は,彼 の 自由 と王冠 を剥奪 し よ うとしてい るとは全 く気付 いて い な か っ
た。
1886年の6月9日 の夜.ホ オエ ンシ ュヴ ァーンガウ城 の国王専用の厩 では,
ノイシ ュヴ ァーンシ ュタイ ン城 の国王 の午前1時 頃 の散策のため に馬の支度を
していた。御者 のオ スターホル ツ ァーが国王 の命令 で ノイシ ュヴァー ンシ ュタ
イン城に馬 をひ いて行 こ うとしてい ると,ホ ルソシ ュタイソ伯爵が突然姿 をみ
せ て.馬 を厩に戻す ように 命じた。 オスターボル ツ ァーが国王の命令 だか らと
主張す ると,ホ ルンシ ュタインは嵩にかか って,「 陛下は も う何の権限 もお持
ちにな らないのだ。 今後は,ル イ トポル ト公が一切 の命令を下 され るのだ 。」
とや り返 した。 オス ターボルツ ァーは馬具をはずして馬を厩に戻 したが,ノ イ
シ ュヴァーンシ ュタイン城 にいる国王に会いに,こ っそ りとホオエ ンシ ュヴァ
ーン ガウ城を脱 け出した。 彼はホオエソシ ュヴ ァーン ガウ城 で起 った件 を国王
に告げたが,ル ウ ドヰ ヒには事態がそ んなに緊迫 しているとは信 じられ なか り
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た。 彼は,オ スターホ ルツブ ニが おおげ さに考 えてい るの だ と思 った。 しか
し,オ スターボルツ ァーが懸命に説 いたので,国 王 も変事 に備えて,現 地 の警
察署 と消防 署に警戒態 勢 をとらせ ることに した。 また,忠 実 な副官 デル クハイ
ム伯爵 に打電 して呼び よせ ることに した。不測 の事態 に備 えてのこ うした処置
を とったあ と,ル ウ ドヰ ヒは安 らか に床についた。
御者 の憂 慮は事実 とな って現 れた。6月10日の午前3時 少 し前,数 台の馬 車
が ノイシ ュヴァーンシ ュタインの城門を 目指 して登 って来た。使者 の代表を つ
とめ るフ ォン グライルシ ャイ ムをは じあ,数 名の貴族達,医 師達,そ れに精
神病 院か ら派遣 された看護人 とか ら成 る一団の人 々が入城許 可を要求 した。城
門は,国 王 の命令 で護衛兵 の手 で閉 さされていた。使者達 と護衛兵達 の間 で押
問答が繰返 されている うちに,シ ュヴァーンガウとフェ ッセンの住民達が城 の
前に群が りは じめ,し まいには ミュンヘ ンか らの使者達 を威嚇 しは じめた。使
者達 もこ うな っては どうし ようもな く.ホ オエンシ ュヴァーン ガウの古城に ひ
き返 してい った。
午前7時,使 者 の一行が 自分を とらえに来た ことを知 って激怒 したル ウ ドヰ
ヒ2世 は,地 方 警察 の手 で彼等 の身柄 を拘束 させて,ノ イシ ュヴァーンシ ュタ
インの城門の脇の 召使 の居住区 に監禁 した。 同 日午後,事 態が平静に戻 ってか
ら,国王は彼を助け よ うと馳せ参 じた町 の人 々を解散 させ たので,釈放 され た使
者達 も町 の人 々に妨害 され ることもな く無事 に ミュソヘ ンに帰 ってい った。
使者 の一行が ミュソヘ ンに追 い帰 され,彼 等の企 ては一応阻止 され たが～ 国
王は この件で事の成行 きが容易な らぬ ことを認識 したのであ る。 副官 のデル ク
ハイム伯爵が,こ の 日,ノイシ ュヴァーンシ ュタイン城に到着す ると,国王は事
の次第 を彼に語 って彼 の意見を求めた。 副官は,ピ スマー クとオース トリア皇
帝に支援 を要請す ることを進言 した。 また,ケ ン プテンに駐在 してい る猟師 の
バ タイオンを呼び寄せ て,オ ース トリアに もっと も近 く,バ イエル ンには遠 い
地 点にある郵便局か らその電文 を打たせ るべ きだ とも説 いたgと い うのは,今
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とな って は,国 王 の指 令 は もは や 行 なわ れ な い とみ なけ れ ば な ら なか った か ら
であ る。
同 日,デ ル クハイ ム伯 爵は国王 と共に バイエルンの国民 と全 ドイツに向けて
次の よ うな布告 を発 した。 …… 「ルイ トポル ト公 は,余 の同意 を得 ないで,余
の国の統治者にな ろ うと企 図してお り,余 の現 内閣は,余 の健 康状態について
偽 りの声 明を出して余の愛す る国民 を欺 き,今 や反逆行為 の準 備をしている。'
余は他 の ドイツ諸邦の統治者 と同様,心 身共 に健全 であ る。内閣 のた くらんだ
反逆行為が余 りに も突然だ ったので,余 はこの陰謀 を看破す る暇がなか ったの
であ る。反逆 の陰謀が具体化 し,ル イ トポル ト公が余の統治権 を強奪 す るよう
な理不 尽な行動 に出た場合には,余 は,余 の忠実 な友に,あ らゆ る手段を もっ
て余の正義を守護 す るよ う命ず る。」
ミュソヘンのル ウ ドヰ ヒに敵対す る人 々は,こ の布告 を公に させ ま い と し
た。 バ ソベル グ ジ ャーナル紙だけが この布告 を掲載 したが,政 府に よってた
コ
だちにお さえられ てし まった。 オース トリア皇帝に宛 てた電報は先方に届かな
か ったが.ビ スマ ー クには届いて.彼 はル ウ ドヰ ヒに,す ぐに ミュンヘ ンに戻
って国民の前に姿を見せ よと返電 して来た。確か に,若 し も国王が この助言を
容れ てバイエルン国会の上下両 院で,彼 の主張の正当であ ることを説 いていた
ら～ この陰謀は 自か ら崩壊 したであろ う。
だが,国 王には,も はやそれ だけの ことをや ってのけ るだけの気力がなか っ
た。 彼は こ うした強 力な手段 を執 る ことなしに屈服 したの であ る。 彼は 自殺す
るか もしれ ない とも噂 された。 彼は 召使 の ヴェーバアに語 った。 …… 「奴等が
余か ら王位を剥奪す ることは 余に とって最悪 の事態 ではないが,奴 等 が,余 が
発 狂した と称 して余を生け る屍にす ると宣告す ることは.余 に とって,そ れ は
『死』 を意味 す るのだ。」 ・
彼は,彼 の側近か ら示唆 された よ うに.国 境 を越 えてナ ース トリアに亡命す
ることも考えは したが.そ れ も躊躇 され た。 彼の亡命が流血 の惨事 を招 くこと
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であ ろ うことを憂慮 したか らであ る。 ルウ ドヰ ヒは冷静に事態 の推移 を見守 っ
ていた。1886年、6月1日 が過 ぎて2日 に入 った真夜 中に,部 屋係 の従僕 マイ
ヤアか ら.紛 失 していた 南の塔 の鍵が 見付か った と告げ られ,そ れ を手渡 され
た国王は,早 速,食 堂 を通 り抜け て南の塔 に向かお うとしたが,召 使 の控室に
入 った ところで、突然一 団の人 々に と り囲 まれ,動 けない よ うに お さえつけ ら
れ てしまった。 マイ ヤアが国王を裏切 ったの であ る。彼が寝室 につれ戻 され る
と,グ ッデ ン博 士が現 れて次 の様に云 った。 …… 「陛下,私 は本当に不本意な
ので御座 い ますが,精 神科 専門医 が.陛 下の精神状態につ いての診断書 を提出
して,そ の ことが政府 か ら公 表 され たあ と,ル イ トポル ト公が摂政 の任に当 ら
れ るこ とにな りました。私は 陛下を今夜,ベ ル グ城 におつれす るよ うに命 じ
られ てい るので御座い ます 。」
国王は反問 した。…… 「君は,ど うして余 を精神 病老だ と断定 で き るのか?
君 は唯 の一度 も余を診 てい ないでは ないか!」 それ に対 して グ ッデン博士 は次
の様に答えた。 …… 「陛下,そ の必要は御座 い ませ ん。 私共の提 出した診断書
は,陛 下が御病気 であ る ことを証拠立 て る沢 山の事例に拠 って作成 され た もの
で,そ れ らは診断を下す のに十分価す るもので御座 い ます 。」 ル ウ ドヰ ヒ は,
どの くらい の期間,拘 束す るつ も りか と問 うた。 グッデン博士は答 えた。 ……
「少 くとも1年 間で御座 います 。」 ル ウ ドヰ ヒはみた ところ,す っか り諦 め た
様 子で,次 の ように云 った。 …… 「宜 しい,は や く行 こ う。 サル タ ン(ミ ュゾ
ヘンの謀叛人達を当擦ったもの)と ぐるに な れ ば,何 だ ってで きるのだ!人 聞
1人 ぐらい追い出す のはい と易い こ とだわ い!」
1886年6月12日の午前4時 頃,国 王 と医師達 と看護人 の一 団は,ノ イシ ュヴ
ァーンシ ュタイ ンの城 を離れ,8時 間か か ってシ ュタルンペル グ湖畔 のベル グ
宮 に着いた。 途中の休憩は馬 の交 替の ときだけだ った。かつ ては,国 王の立派
な宮殿 の一つであ った この離宮は,今 では牢 獄に改装 され て～ 窓 とい う窓は悉
く頑丈 な格子がはめ込 まれ,扉 はすべ て取付が外開 きに な ってお り,ど の扉 に
も覗 き穴が設け られ ていた。
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ル ウ ドヰ ヒ2世 は平 静で穏かであ った。 高貴 な容貌は無表情 で,凝 っと彼の
周辺 を見つめていた。か くし.て,1886年の五旬節を迎 えたのであ る。
(1886年6月13日曜日)五旬節の朝,国 王は宮殿 の庭 を,グ ッデン博士に
つ き添 われ て散歩 した。30歩ほ どの間 隔で,2人 の看護人が この奇妙 な組 み合
わせ の2人 に従 った。昼食の時,グ ヅデソ博士は.国 王 の症 状が非常 に安定 し
てい るが,こ れは国王が御 自身御病 気を 自覚 され,治 療 を受け ることを望んで
おられ るのだ と思 うと医師達に語 った。 グラスレイ博士が,国 王 の病 気は治癒
て きる とは思えない と云 うと,グ ヅデン博士は,「 その ことは,い つか別の機
会に話 し合お う」 と答 えた。
その 日の夕食 を国王は1人 です ませ た。食後,彼 は望遠鏡でなが レ間シ ュタ
ルンベ ル グ湖 を見下 しなが ら窓辺 に貯立 していた。 暮色の迫 る頃.国 王は もう
一度散歩 したい と云 った。 グ ヅデソ博士 の指示 で,2人 の男が午 後6時 を少 し
廻 った時,庭 園に配 置 された。朝 の散 歩の際 と全 く同様,2人 の看護人がや っ
て来た。だが,グ ッデン博士は,手 を振 って彼等につい て来な くても宜 しい と
合 図をお くった。何故,フ ォン グ ッデンが この時警 戒を不要 とした のか判 っ
ていない。 これは誰に もわか らない。 国王 とフ ォン グ ッデン博 士は湖 に通ず
るアーケー ドに姿を消 した。
2人が7時 にな って も戻 らないので,医 師達 も召使達 も心配 しは じめた。 フ
ォン グ ッデン博士が,散 歩にそんなにながい時間をかけ るとは思?て いなか
った のであ る。 当番 の数人の警官が庭 園を探 したが何の手がか りもつかめぬ ま
ムに戻 って来た。 召使達が全部呼び集め られ て庭を隅 な く捜索 させた。11時を
少し廻 った頃にな って2人 が発見 された。2人 は水中に漂 っていたのだ った～
冷めたい骸 とな って。
この惨事に関す る公認の記録は、報道 されたそれ とは相違 している。 ……ペ
ル グか ら ミュンヘ ンに打たれた最初 の電報は,1886年,6月13日,午後11時55
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分 に発信 され ているが,そ の電文 には,「 陛下 と主治医 の フ ォン グ ヅデンを
湖 で唯今発見。2人 はかすかではあ るが,未 だ生命を宿 してい るし るしを示 し
た。 ミュラア博士が人工呼吸を施 してい る。(ワシン トン記者)」一方,ミ ュンヘ
ソの王国警察 は,国 王 と彼の主治医は発見当時,既 に こときれ ていた,2人 の
身体は少 くとも3時 間は水中に漂 っていたの であ る,と 公表 してい る。
報道関係者は次の様に この喰 い違いを説 明してい る。 ……2人 に人工呼吸を
施 してい る うちに体位が変 つたのを 目撃 した何 人かの人 々は,そ の変化が生存
の徴候 であ るかの よ うに思 った のであ る。 これが,こ うした誤報 の因になった
のだ。(1886年6月15日,アウグスプルグ イブニング紙)
反逆者達は国王 の死に よって行動を起す機会をつか んだ。 若 し,国 民が冷 静
にな って,彼 等 の君主が本 当に精神病 であ ったか ど うかを確 かめ よ うとした ら
この陰謀 は看破 できたであろ う。 報道関係では,国 王が精神病 であった ことを
立証せ よと迫 った。報 道機 関には常に非協力的であ ったバイエルン政府 当局 も
追いつめ られ て,1886年,6月20日,ルウ ドヰ ヒの屍体 の解剖を担当 した ケル
シ ェンシ ュタイナ ァ博士が作成 した所見を公表 してい る。 この所見には,国 王
の脳に腫瘍があ り,肺 臓には慢性 の炎症が認め られ た と記 している。 また,国
王 の精神病を証拠立 てるもの として,彼 の脳 の重 さが1349グラムしか なか った
ことを記録 してい る。つ ま り.平 均重量を36グラム下廻 っていた とい うのであ
る。更に,ケ ルシ ェソシ ュタイナ ァ博士は,生 前 数 日間のル ウ ドヰ ヒの平静 な
様子は,彼 の側近 の人 々すべ てを欺 くための偽装 であ り,重 症 の精神病 であ っ
たに も拘 らず,尚 それだけの知恵を働かすだけの能力があ った ことに注 目して
いる。
ルウ ドヰ ヒの言動を 「精神分裂症 の遺伝因子」 に起 因す る もの として;1592
年に没 した国王 の先祖の1人 であ るヰ リアム フ ォソ ブ ラウンシ ュヴァイ ク
ヴォル フェンベ ヅテル公爵か ら うけついだ ものだ とい う説明 もあ った が,こ の
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数 カ月間に亘 って国王 の身辺 の
世話に当 った アル フォンズ ヴェ
ーバアもその1人 で,彼 は 所 謂
「ウェル ツブル グの小道」 の宣誓
を してか ら次 の ように言明 してい
る。 ……取沙汰 されてい るよ うな
おつむ の病気がおあ りだ った とは
ど うしても思 えません。そ の よう




た。 異常 と思われ るよ うなお振舞を・なさった こともあ りません。私 はいつ もお
そば近 くにおつ かえしてお りましたか らよ く存 じてお ります。 お召物を 召され
る ときに もお手伝い申上げ ました。陛下は度 々私を相手に お話 しに な りました
が,お つ むの御病気が おあ りらしい ところは少 しも御座 い ませんでした 。」
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今から数年前に他界 した プ リテ ィ シ ュヴ ェグラァもル ウ ドヰ ヒ2世 の最後
の召使 で事件を客観的に観 る立場にいた人 である。 彼は折につけ こう云 ってい
た。…… 「陛下 の晩年,私 はたびたび陛下 のおそばにお仕え致 しましたが,私
に とっては よい御主人であ らせ られた といえ まし ょう。 陛下は ときどき御立腹
あそば され ましたが,そ れは誰かが間違 った こ とを した ときで,そ のお怒 りも
いつ もじきにお解 きにな りました。陛下が扉 をひ っかいた り床 にね ころが って
這 い廻 った り,仮 面をかぶ った り…… と云 った 狂態 を演 じられ たな ど噂 され て
い ます が,そ の よ うな ことはつ いぞ御座 い ませ んで した。 これは後で知 ったの
ですが,陛 下 の ことを彼此悪 く云 ったのは,私 の下の召使 いだ った マ イ ヤ ァ
で,こ の男は私 に陛下 の ことを よ く話 して くれ ました。だか ら,も し,あ の男
が云 った よ うな異常 なお振 舞が陛下 に御座 い ましたの でした ら,そ の時にそ の
ことを私に話 していたはず です。 それ どころか,私 は陛下が,あ の とき,事 態
が決定的な ものであ ることを お認めに な って,つ らい思いを なさ っておい でに
な ったのに,陛 下 は,お な くな りにな る前 の数 日間を,あ んなにおちつ いてい
ら っしゃった のには本当に驚 きました 。」
1886年,6月16目,バイエルンの政府 とい くつか の新 聞が,国 王は,生 前,
もしもロー ズシル ド家 とオル レアン家 が40万グルデ ンの クレデ ィ ヅ トを よこし
た ら～戦 争の ときは,バ イエル ンは局外中立 の立場を とることを フラソスに確
約 した と発表 したが,8日 後,こ の公表は報道 機関に よって否定 され た。 全 く
のデ ヅチ上げだ ったのであ る。1886年,6月26目,バイエル ン政府 の193名の
議員が 出席 した会合で,フ ォン オ ウ男爵は,国 王 の精神状態 につ いて既に加
え られ てい る誹誘 とは別に,国 王は,ノ イシ ュヴァーソシ ュタイ ソ城をバ スチ
ーユの よ うな牢獄 として造営 す るよ うに命 じた と発言 してい る。 また,国 王 の
召使達が医師 団に証言 した ところでは,プ ロシアの皇太子を含む高貴 の人 々が
国王の命令 で監禁 され る ことに なっていた 由であ る。 これ も全 く根 も葉 もない
ことで,今 日でも,そ れが事実無根 であ ることを証 明で きる。何故な らば,ノ
イシ ュヴァーンシュタイ ンの城 には牢 獄 としての計画 な ど含 まれていなか った
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し,そ ん な計 画 が 実 施 され た形 跡 も認 め られ ない か ら で あ る。(「 うたかたの記」
にシ ュタイソバハの妻マ リイへの横恋慕を諌めた内閣の秘書官 チイ グレルが,ノ イシ ュ
ワソスタイソなる塔 に押し こめらるるはずな りしが,救 う人あ りて助け られ き。」 とある
のは,こ うした報道に拠 った ものと思われ る。)
1886年,6月30日,ドイ ツの官報局長 の任 にあ った ミュンヘ ンの国会議 員の
フォン レ ェヘ ル博士は,「 アウグス ブル グ イ ブニング紙」 に次の よ うな記
事を寄せ てい る。…… 「私は,高 邊な る編 集係 りの方 々に,私 が ここに公表す
'る次 の よ うな事実に対 して
,完 全にそれを否定す るに価 す るだけ の反証 を出せ
るものならしてもらいたい。 …… 「1886年,6月25日,下院か ら出 された新 し
い報告に よれば,… …主馬寮役人の リッヒァル ト ホ ルニヒは次の よ うに証言
してい る。 … … 「ル ウ ドヰ ヒ2世 陛下は,バ イエル ン国 と交換 して もよい よう
な完全 な政府 を成立 させ られ る国を探 せ と私に御下 命にな りました。議 員のシ
ュタ ミン ガア博士は,私 が国費で,陛 下 の仰せ られ た新 しい王 国 とや らをみつ
けて手に入れ るために旅 に 出た といわれてい ますが,そ んな ことはナンゼンス
です。 バイエ ルソ国 と交 換す るな ど出来ない相談 ですか ら,荒 唐 無稽 の王国を
探す旅 な どに 出た ことはあ りません。」
1886年,6月21日,国会議員38名が出席 した会合の席で,ノ イ メイヤ ァ議員
は,国 王が,彼 の愛す る山を越えて飛 べ るよ うな飛行機 を製作す るよ うに或 る
発 明家に要請 した ことがあ るが,こ れ は,彼 の精神病 が全 く別 種の ものであ る
ことを裏付け ていると言 明 した。 この技 術開発はその時点では,国 王 の発想が
どんなに気違 い じみ た ものであ ったかを示 した ことにな るが,そ れ か ら10年
後,最 初 の飛 行機が作 られた のである。
ルウ ドヰ ヒ2世 の精神状態について出され た以上 の よ うな当時の様 々な証言
の真偽 の程 を見分け ることは,今 日で も非常 に難か しい。1
バイエルソの狂王 「ルウドヰヒ2世」一その生涯と死について一581
しか し乍 ら,「 ル ウ ドヰ ヒ2世 は,近 代国家 の統治者 として,少 くとも彼 の
治世の当初 においては,彼 にゆだね られ た国民 の教育 を向上 させ よ うと努 力 し
た。 また,彼 は,筆 写芸術 のアカデ ミィと呼ばれ る学校 や大学 を設 立 し,ミ ュ
ンヘ ンには,工 芸学 の専門学校 を建 てて,彼 の 「ヰ テルスバハ家か ら の 寄 贈
金」 でバイエル ンの工芸の発達 を助成 した。 また,ア ソ リ ドナソの 「赤十字
の救済事 業」 にはいち早 く寄与 し,そ れは ただ ちに全 ドイ ツの諸邦か ら支持 さ
れた。音 楽愛好家 としては,リ ッヒ ァル ト ヴ ァグナ ァの作 品を擁護 した最 も
よき理解者 であ った。 この芸術家に対す る王族 としての真 の支持者 として彼が
下 した鍬 の一 ふ りは,音 楽 の世 界に新た な る道 を拓 く端緒 とな り,遂 にバイ ロ
ィ トに フェステ ィバル劇場 を建立す るに到 った。」 …… これだけは,ま ぎ れ も
ない事 実 なのであ る。
バイロイ トのフェステ ィバル劇場
この国王の時代が更に遠 い過去に流れ去 った とき,歴 史は彼に最終 の審判 を
下 すであろ う。今 βでも,バ イエルソのル ウ ドヰ ヒ2世 は,善 良で美 しい,そ
うして現世の悪徳 を看破 した人 として,多 くの人 々か ら賞讃 され てい る。彼は
単に 「お伽話の中の王様」 としてのみ(彼 自身はそうではなか ったのだが)バ イエ
ルンの人 々の心の中に生 きているのではない。 その当初 は素晴 らしい光彩 を放
つ存在であ り,そ れ とは対照的に,後 世 まで謎に包 まれた ま ム,暗 く悲 惨な最
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期を遂げた国王として深 く印象付けられているのである。
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